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「
第
１
回
徳
之
島
町
地
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
」（
町
・
町
教
育
委
員
会
・
町
体

育
協
会
主
催
）
は
１
月
12
日
、
町
花
徳
支

所
前
を
起
点
に
亀
津
ま
で
の
８
区
間
15
．

６
㎞
を
コ
ー
ス
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
町
内
10
地
区
の
対
抗
。
小
学

生
か
ら
一
般
ま
で
各
地
区
の
代
表
選
手
80

名
が
、
全
力
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

序
盤
ト
ッ
プ
の
中
区
を
南
区
が
抜
き
、
後

半
に
逆
転
し
た
亀
徳
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

◇
総
合
成
績

１
位
：
亀
徳
（
１
時
間
03
分
02
秒
）

２
位
：
南
区
（
１
時
間
03
分
31
秒
）

３
位
：
中
区
（
１
時
間
05
分
45
秒
）

◇
個
人
成
績

【
第
１
区　

小
学
校
女
子　

１
㎞
】

①
鶴
野
史
乃
（
中
区
）
３
分
38
秒
②
福

留
愛
莉
（
山
）
３
分
53
秒
③
治
野
里
那

（
母
間
）
３
分
59
秒

【
第
２
区　

中
学
校
女
子　

１
．
７
㎞
】

①
川
原
比
奈
（
南
区
）
６
分
39
秒
①
前

田
真
京
（
中
区
）
６
分
39
秒 

③
福
沢
美

空
（
亀
徳
）
７
分
２
秒 

【
第
３
区　

高
校
男
子　

３
．
３
㎞
】

① 

永
吉
寿
輝
（
南
区
）
11
分
27
秒
②
田

畑
恭
介 

（
亀
徳
）
11
分
42
秒
③
喜
多
川

大
地
（
神
嶺
）
11
分
48
秒

【
第
４
区　

一
般
男
子　

２
．
３
㎞
】

①
石
原
和
幸
（
北
区
）
８
分
23
秒
②
四

蔵
文
夫
（
南
区
）
８
分
32
秒
③
松
康
博

（
山
）
８
分
42
秒

【
第
５
区　

一
般
女
子　

１
．
０
㎞
】

①
直
島
久
美
子
（
亀
徳
）
４
分
13
秒
②

林
山
春
野
（
手
々
）
４
分
25
秒
③
川
田

真
帆
（
神
嶺
）
４
分
27
秒

【
第
６
区　

高
校
女
子　

１
．
９
㎞
】

①
福
田
汐
音
（
南
区
）
９
分
57
秒
①
豊

島
明
菜
（
北
区
）
９
分
57
秒
③
秋
丸
彩

（
亀
徳
）
10
分
45
秒

【
第
７
区　

中
学
校
男
子　

２
．
５
㎞
】

①
中
原
陸
（
中
区
）
８
分
31
秒
②
加
幸

真（
神
嶺
）８
分
46
秒
③
宮
一
将（
南
区
）

８
分
52
秒

【
第
８
区　

小
学
校
男
子　

１
．
９
㎞
】

①
田
畑
瞬
（
亀
徳
）
６
分
44
秒
②
鶴
野

大
地
（
中
区
）
７
分
18
秒
③
喜
村
翼
（
花

徳
）
７
分
22
秒

「
平
成
25
年
度
徳
之
島
町
生
涯
学
習
推

進
大
会
」
が
１
月
26
日
、
町
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
公
民
館
講
座
の
受

講
生
が
、
今
年
度
学
ん
だ
成
果
を
作
品
展

示
と
舞
台
で
発
表
し
、
大
勢
の
住
民
が
鑑

賞
し
ま
し
た
。

舞
台
は
全
23
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
歌
や
踊

り
、
劇
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
観
客
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
会
館
ロ

ビ
ー
に
は
受
講
生
の
絵
画
や
書
道
、
工
芸

な
ど
の
作
品
が
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
は
出

品
さ
れ
た
力
作
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
公
民
館
講
座
は
、
32
講
座
で

６
４
１
人
が
受
講
。
３
５
４
人
が
修
了
し
、

皆
勤
者
は
71
人
で
し
た
。

「
春
ら
ん
ま
ん
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
町

社
会
教
育
課
・
健
康
増
進
課
・
保
健
セ
ン

タ
ー
主
催
）
が
２
月
２
日
、
町
総
合
運
動

公
園
周
辺
の
遊
歩
道
を
巡
る
３
．
２
㎞
の

コ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

健
康
運
動
指
導
士
の
竹
下
勝
博
先
生

が
、
靴
の
選
び
方
と
履
き
方
、
歩
き
方
の

コ
ツ
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
。「
ス
ピ
ー
ド

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
て
下
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

入
念
な
準
備
体
操
を
行
っ
た
後
、
参
加
者

は
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
コ
ー
ス
を
回

り
、
満
開
の
サ
ク
ラ
を
背
景
に
記
念
撮
影

を
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

第 一 中 継 所 で タ ス キ を つ な ぐ 子 ど も 達

息 の 合 っ た 歌 声 を 披 露 し た 歌 声 の 集 い

全
力
を
出
し
尽
く
し

タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

今年度の学習成果を披露
～生涯学習推進大会～

暖かい気候の中のウォーキング

サ
ク
ラ
愛
で
な
が
ら

爽
や
か
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

詳しい内容は、町公式サイト http://www.tokunoshima-town.org/ 内の
フォトニュースに掲載しています。
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徳
之
島
町
母
間
の
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
で
２
月
１
日
、
町
柑
橘
生
産
組
合
主

催
の
「
た
ん
か
ん
品
評
会
及
び
出
発
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
ん
か
ん
の
品
質
向

上
を
図
り
、
今
年
産
た
ん
か
ん
の
好
調
な

販
売
へ
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

た
ん
か
ん
生
産
は
、
２
年
連
続
で
台
風

の
被
害
を
受
け
、
果
皮
障
害
や
色
づ
き
な

ど
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
期
は
色
つ

や
が
良
く
、
糖
度
の
高
い
た
ん
か
ん
が
多

く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
品
評
会
入
賞
者
は
、

下
記
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

金
賞
：
幸
元
悟
（
花
時
名
）

銀
賞
：
久
林
富
治
（
下
久
志
）

銅
賞
：
幸
健
一
（
亀
津
）

徳
之
島
町
立
図
書
館
が
11
月
20
日
、
子

ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
と
し

て
鹿
児
島
県
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

町
立
図
書
館
で
は
、「
入
り
や
す
い
・
利

用
し
や
す
い
・
す
ご
し
や
す
い
図
書
館
」

を
目
指
し
、
開
館
時
間
の
延
長
や
移
動
図

書
館
車
巡
回
、
読
書
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
図
書
館
の
多
様
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
に
取
り
組
み
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
展
開
で
き
て
い
る
と

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
春
植
え
推
進
出
発
式
（
徳

之
島
町
糖
業
振
興
会
主
催
）
が
２
月
５
日
、

町
役
場
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
生
産

農
家
と
関
係
機
関
な
ど
か
ら
約
80
人
が
出

席
し
、
春
植
え
目
標
面
積
３
５
０
ha
の
達

成
を
誓
い
ま
し
た
。

製
糖
開
始
時
は
15
万
ト
ン
を
上
回
る
と

期
待
さ
れ
て
い
た
、
平
成
25
～
26
年
期
島

内
産
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
大
型
製
糖
工
場
へ

の
搬
入
量
は
、
そ
の
後
の
見
直
し
で
約

14
万
７
千
ト
ン
の
見
込
量
と
な
り
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
糖
業
振
興

会
は
、
有
償
苗
へ
の
３
分
の
１
の
助
成
、

た
い
肥
と
病
害
虫
駆
除
剤
の
無
償
配
布
で

生
産
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

徳
之
島
産
の
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
「
春
一

番
」
の
出
発
式
が
２
月
１
日
、
亀
津
の
Ｊ

Ａ
あ
ま
み
徳
之
島
事
業
本
部
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
き「
頑

張
ろ
う
」
を
三
唱
し
、
約
４
０
０
名
の
バ

レ
イ
シ
ョ
生
産
者
や
関
係
者
が
一
致
団
結

を
誓
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
県
ブ
ラ
ン
ド
産
地
指
定
化
さ

れ
生
産
量
目
標
も
大
幅
に
越
え
た
も
の

の
、過
去
最
悪
ま
で
価
格
が
暴
落
。
リ
レ
ー

出
荷
に
よ
る
販
売
の
確
立
で
、
昨
年
厳
し

い
状
況
だ
っ
た
農
家
所
得
の
向
上
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

良
質
の
た
ん
か
ん
を
全
国
へ

金賞受賞の幸元悟さんと出品したタンカン

奮 起 を 誓 い が ん ば ろ う 三 唱

リ
レ
ー
出
荷
で
販
売
の
確
立
を

～
春
一
番
出
発
式
～

詳しい内容は、町公式サイト http://www.tokunoshima-town.org/ 内の
フォトニュースに掲載しています。

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
た
め
に

受賞を喜ぶ町立図書館の職員

目 標 面 積 達 成 を 誓 い 、 気 勢 を 上 げ る 参 加 者

春植え目標達成で増産へ
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今年度の後期分の徳之島町内の小・中学生で様々な学習活動で活躍したり、スポーツや芸術
で優秀な成績を修めたりした児童生徒を紹介します。
《平成２５年度徳之島町学力向上対策試験成績優秀者》（学校名）【１月１１日実施：中学生の部】
○５教科総合得点１位～３位
1 年生 1 位 里内豊 ( 亀津 ) 2 位 秋丸昌也 ( 亀津 ) 3 位 遠矢海人 ( 東天城 )
2 年生 1 位 黒田七菜 ( 亀津 ) 2 位 堀部七海 ( 亀津 ) 3 位 前村さくら ( 亀津 )
3 年生 1 位 佐藤哲朗 ( 亀津 ) 2 位 松村翔 ( 亀津 ) 3 位 東理穂 ( 東天城 )
○各教科の１位

国語 社会 数学 理科 英語
１年生 里内豊 ( 亀津 ) 加島嵩大 ( 井之川 ) 秋丸昌也 ( 亀津 ) 遠矢海人 ( 東天城 ) 里内豊 ( 亀津 )

２年生 前村さくら ( 亀津 ) 石畑藤仁 ( 亀津 ) 黒田七菜 ( 亀津 ) 黒田七菜 ( 亀津 )
堀部七海 ( 亀津 )

黒田七菜 ( 亀津 )
堀部七海 ( 亀津 )

３年生 東理穂 ( 東天城 ) 佐藤哲朗 ( 亀津 ) 佐藤哲朗 ( 亀津 ) 佐藤哲朗 ( 亀津 ) 東理穂 ( 東天城 )
※小学生の部については次号に掲載します。

【その他の学習関係】（名前順不同）

英語検定

準２級 前元日奈 ( 亀津 )

３級 安朝奈、秋丸鈴乃、幸山杏里、佐藤哲朗、奥村真愛、山田倫 ( 亀津 )
岡村姫乃、中地理緒、東理穂 ( 東天城 )

４級 安達優志朗 ( 亀津小学校 )

漢字検定 準２級 池上紗弥香、中地理緒、東理穂、岡村姫乃 ( 東天城 )
３級 竹山希 ( 東天城 )、大當優人、佐武郁弥、元陸音、田袋香穂 ( 山 )

数学検定 ３級 安朝奈、秋丸鈴乃、清瀬りほ、佐藤哲朗、奥村真愛、東健人
豊山潤之資、松村翔 ( 亀津 )

教 育 委 員 会 だ よ り

本校は、「できないという事をいわぬ　最後まで本気でやり通す」を校訓に、全校生徒 42 名 6 学級での
共通実践に取り組んでいます。自然に囲まれ、校区住民の教育に対する情熱に助けられながら、豊かな心
と健やかな体を育んでいます。その中でも、特色ある取
り組みを紹介します。

伝統芸能として「池間棒踊り」を地域住民による指導
のもと、練習を行っています。9 月 29 日の第 66 回秋季
運動会では、５年生と６年生の 21 名が披露し、練習の
成果を十分に発揮することができました。本校では家庭
や地域住民との連携と協力により、教育活動の充実や地
域の教育力向上が高められています。

「少年少女消防クラブ」では規律訓練や年末夜警・
ボランティア活動などの活動を行っています。1 月 6
日の消防団出初式では、亀津市中パレードと規律訓練
に参加しました。これまで受け継がれてきた「母間正
直」の心をボランティア活動等の学校教育活動に取り
入れることで、子どもたちの健やかな成長に活かされ
ています。

母間魂　母間正直の心
徳之島町立母間小学校

消防団出初式に参加する少年少女消防クラブ

運動会で披露された母間伝統の棒踊り
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コ
に
対
す
る
無
責
任
な
餌
や

り
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

４
．
飼
い
猫
を
捨
て
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。
飼
い
猫
を

処
分
す
る
と
き
は
保
健
所
に

届
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
飼
い
猫
を
捨
て
る
と
、

２
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
之
島
町
役
場　

住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

〇
国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来

の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間

に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
出
来
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
は
後
納
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
で
年
金
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
過
去
10

年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
等
の

希
少
動
物
が
ノ
ネ
コ
・
ノ
イ
ヌ

に
よ
る
被
害
に
あ
っ
て
い
る
現

状
か
ら
、
猫
を
適
正
に
飼
っ
て

も
ら
う
た
め
「
徳
之
島
町
飼
い

猫
の
適
正
な
飼
養
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
」
が
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

条
例
で
は
以
下
の
点
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
飼
い
猫
を
登
録
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
登

録
料
は
５
０
０
円
で
す
。

２
．
放
し
飼
い
が
制
限
さ
れ
ま

す
。

３
．
む
や
み
に
猫
が
繁
殖
す
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
ノ
ネ

○
国
民
健
康
保
険　

被
保
険
者

証
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
の
「
被

保
険
者
証
」
の
切
り
替
え
を
、

保
険
税
を
完
納
さ
れ
た
方
を

対
象
に
、
三
月
中
旬
に
「
簡

易
書
留
」
で
の
郵
送
交
付
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
納

付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

早
め
の
納
付
に
ご
協
力
下
さ

い
。又

、
窓
口
交
付
を
希
望
の

方
は
，
お
早
め
に
国
民
健
康

保
険
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
遠
方
の
学
校
で
修
学
す
る
た

め
に
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
方
の
「
学
生
用
被
保

険
者
証
」
の
交
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
従
来
ど
お
り
申
請

交
付
と
な
り
ま
す
。

・
次
年
度
発
行
分
の
「
在
学
証
明

書
」
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え

本
庁
又
は
花
徳
支
所
窓
口
で

申
請
し
て
下
さ
い
。

又
、
卒
業
さ
れ
る
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
係
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

○
「
申
告
」
は
お
済
み
で
す
か
？

確
定
申
告
や
町
県
民
税
の

申
告
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
課
税
資
料
の
基
と
な
る
と

と
も
に
、
保
険
税
の
軽
減
判

定
や
入
院
時
の
食
事
代
、
高

額
療
養
費
の
判
定
に
か
か
せ

な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
早

め
の
申
告
に
ご
協
力
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
之
島
町
役
場　

健
康
増
進
課

国
民
健
康
保
険
係

☎
82
―
１
１
１
１ (

内
線

１
３
４
、１
３
５)

が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期
限

は
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
「
使

用
期
限
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込

ま
れ
た
方
で
、
平
成
16
年
４
月

以
降
分
の
後
納
保
険
料
の
納
付

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
納
付

書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限
（
平

成
26
年
３
月
31
日
）
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
使
用
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
か
っ
た
方
が
、
平
成
26

年
４
月
以
降
に
納
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
新
た
な
加
算
額

に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま
す

の
で
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
ご
注
意
）
平
成
16
年
３
月
以
前

の
後
納
保
険
料
は
、
10
年
を

超
え
る
た
め
平
成
26
年
４
月

以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

健
康
増
進
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

飼
い
猫
管
理
条
例
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

国
民
年
金
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
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毎
年
４
月
２
日
は
国
連
が
定

め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」、

４
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
は
「
発

達
障
害
啓
発
週
間
」
で
す
。

○
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
害
の
方
は
、
他
人
の
意

図
や
感
情
を
直
感
的
に
理
解

し
た
り
、
言
葉
を
適
切
に
使

う
こ
と
な
ど
が
苦
手
な
場
合

が
あ
り
、
学
校
や
職
場
で
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
や
困
難
に
直

面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ
け
や

家
庭
環
境
が
原
因
で
は
な
く
、

脳
機
能
の
発
達
に
関
係
す
る

も
の
で
す
。

○
発
達
障
害
は
、
見
た
目
に
は

障
害
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

に
く
い
た
め
、
行
動
や
態
度

が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
発
達
障
害
の
特
徴
を
知
り
、

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
ご
注
意
）
２
年
１
カ
月
前
の
月

分
ま
で
免
除
申
請
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ

る
と
万
一
の
際
に
障
害
年
金
な

ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前

年
所
得
に
基
づ
き
、
審
査
を

行
い
ま
す
の
で
、
免
除
が
承

認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

〇
（
国
民
年
金
）
障
害
年
金
受

給
等
で
法
定
免
除
を
受
け
て
い

る
方
へ

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
な
ど

に
よ
り
法
定
免
除
と
な
っ
て
い

る
方
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
４

月
か
ら
、
保
険
料
を
通
常
納
付

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

◇
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０

◇
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合
は

０
３
―
６
７
３
１
―
２
０
１
５

〇
過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保

険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な

い
と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
免

除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、

申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の

月
分
ま
で
申
請
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

徳
之
島
町
役
場
住
民
生
活

課
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
添
付
書
類
な
ど
、
詳

し
く
は
、
上
記
の
申
請
先
ま

で
き
る
「
納
付
申
出
制
度
」
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

納
付
申
出
に
よ
り
、
保
険
料

の
口
座
振
替
や
前
納
に
よ
る
保

険
料
の
割
引
な
ど
、
便
利
で
お

得
な
制
度
を
あ
わ
せ
て
ご
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
方
法
】

徳
之
島
町
役
場
住
民
生
活

課
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
７
―
52
―
４
３
４
１

徳
之
島
町
住
民
生
活
課
年
金
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と

な
る
方
が
拡
大
さ
れ
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
方
（
所
得
税
の
申
告
が
必

要
な
い
方
も
含
ま
れ
ま
す
。）
が
、

売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕

入
れ
や
経
費
に
関
す
る
金
額
等

を
帳
簿
に
記
載
し
、
そ
の
帳
簿

や
取
引
に
係
る
請
求
書
・
領
収

書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.nta.go.jp

）
の
「
個
人
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
帳
簿

の
記
載
・
記
録
の
保
存
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、税
務
署
が
実
施
す
る
「
記

帳
説
明
会
」
等
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の
税
務
署
の
所
得
税
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
島
税
務
署

☎
０
９
９
７
―
52
―
４
３
２
１

※
自
動
音
声
案
内

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
が
で
き
る
対
象
期
間
が

拡
大
さ
れ
ま
す
。

世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
・
発
達
障
害
啓

発
週
間
に
つ
い
て

平
成
26
年
１
月
か
ら
記

帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制

度
の
対
象
者
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
！
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開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力

や
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
え
う

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
）
が
平
成
26
年
度

春
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
火
）

～
５
月
12
日
（
月
）

◆
応
募
資
格　

満
20
歳
～
39
歳

（
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
満
40
歳
～
69
歳
）
ま
で
の

日
本
国
籍
を
持
つ
方

◆
募
集
分
野　

農
林
水
産
、
保

健
衛
生
、
土
木
建
築
、
ス
ポ
ー

ツ
等

◆
派
遣
国　

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
中
南
米
な
ど

◆
派
遣
期
間　

１
～
２
年
間

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

（
公
財
）
鹿
児
島
県
国
際
交
流
協
会

☎
０
９
９
―
２
２
１
―
６
６
２
４

面
接

但
し
、
建
築
工
学
科
は
筆
記

試
験
（
国
語
（
現
代
文
）、
数

学
Ⅰ
）、
面
接

◇
合
格
発
表

平
成
26
年
３
月
25
日
（
火
）

◇
応
募
書
類

県
内
各
高
等
学
校
、
職
業
安

定
所
、
県
地
域
振
興
局
窓
口
、

市
町
村
本
所
支
所
（
雇
用
労

政
担
当
）
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◇
詳
し
く
は
当
校
募
集
案
内
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

〒
８
９
５
―
１
８
０
４

薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
船
木
８
８
１

番
地

☎
０
９
９
６
―
53
―
０
２
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
９
６
―
53
―
０
９
９
３

※
雇
用
保
険
受
給
者
は
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

木
工
・
建
築
大
工
の
技
術
技

能
の
習
得
を
目
的
と
し
た
入
校

生
を
募
集
し
ま
す
。

◇
訓
練
科
目

室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科

◇
受
付
期
間

平
成
26
年
３
月
３
日
（
月
）

～
平
成
26
年
３
月
20
日
（
木
）

◇
応
募
資
格

建
築
工
学
科

高
卒
程
度
以
上
。
平
成
26

年
３
月
に
高
等
学
校
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
。

室
内
造
形
科

義
務
教
育
修
了
程
度
以
上
。

平
成
26
年
３
月
に
高
等
学
校

又
は
中
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
。

◇
選
考
日

平
成
26
年
３
月
24
日
（
月
）

◇
選
考
場
所

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

◇
選
考
方
法

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
）、

こ
と
が
大
切
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
庁
障
害
福
祉
課

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
７
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
９
―
２
８
６
―
５
５
５
８

E
-m

ail:s-ryo
u

ik
u

@
p

ref.

kagoshim
a.lg.jp

◆
経
験
と
技
術
を
地
域
社
会
で
活

か
し
ま
せ
ん
か
？

徳
之
島
町
に
お
住
ま
い
の
方
で
…

＊
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

＊
定
年
等
で
勤
め
を
や
め
ら

れ
た
方
、
家
庭
婦
人
な
ど

で
現
在
職
業
に
就
い
て
い

な
い
方

※
当
セ
ン
タ
ー
は
雇
用
で
は
な

い
、
臨
時
的
ま
た
は
短
期
的

な
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
会
員
さ
ん
は
、
庭
木
の
剪
定
、

簡
単
な
大
工
、
屋
内
清
掃
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中
！

除
草
作
業
、
畑
の
収
穫
作
業

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

○
長
年
の
経
験
を
活
か
し
、
地

域
の
元
気
な
高
齢
者
が
お
手

伝
い
致
し
ま
す
。

○
収
入
が
目
的
で
は
な
く
、
働

く
こ
と
を
通
じ
た
「
生
き
が

い
や
地
域
へ
の
参
加
」
を
主

な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

人
材
派
遣
で
は
な
く
、
ご
依

頼
主
と
請
負
・
委
任
契
約
を

セ
ン
タ
ー
が
結
び
、
会
員
と

の
間
に
雇
用
関
係
は
発
生
し

ま
せ
ん
。

○
利
用
者
の
方
も
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
社
団
法
人　

徳
之
島
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
２
７
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
82
―
２
７
７
３

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
入
校
生
募
集

平
成
26
年
度　

一
般
選
考　

Ｅ
日
程

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
募
集
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徳之島希少野生動植物（追加指定）について

保
護
指
定
希
少
野
生
動
植
物
（
昆
虫
）

の
追
加
に
つ
い
て

島
内
３
町
で
は
、
保
護
指
定
希
少
野
生
動
植
物
（
昆
虫
）
を
追
加
指
定

し
た
「
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
を
、
同
条
例
第
９

条
の
規
定
に
基
づ
き
１
月
24
日
付
で
告
示
し
ま
し
た
。

島
内
３
町
は
、
２
０
１
２
年
９
月
１
日
付
の
「
希
少
野
生
動
植
物
保
護

に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、
指
定
26
種
の
希
少
動
植
物
保
護
及
び
住

民
へ
の
啓
発
活
動
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
３
年
10
月
１
日

付
で
奄
美
大
島
の
５
市
町
村
に
お
い
て
、
57
種
の
保
護
動
植
物
が
指
定

さ
れ
、
そ
の
中
に
徳
之
島
内
に
生
息
す
る
希
少
な
昆
虫
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
盗
栽
圧
力
が
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

同
月
８
日
、
島
内
３
町
で
作
る
「
徳
之
島
地
区
自
然
保
護
協
議
会
」
の

総
会
を
開
催
し
、
希
少
野
生
動
植
物
（
昆
虫
）
の
追
加
指
定
の
件
を
専

門
委
員
会
へ
一
任
す
る
こ
と
を
承
認
。
同
月
22
日
、
専
門
委
員
会
に
お

い
て
昆
虫
５
種
を
追
加
指
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
徳
之
島
、
天
城
、

伊
仙
の
３
町
長
に
対
し
て
、「
保
護
指
定
希
少
野
生
動
植
物
（
昆
虫
）
の

追
加
に
つ
い
て
」
を
答
申
し
ま
し
た
。

希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
対
す
る
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
之
島
町
役
場　

企
画
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

ヒメフチトリケ ン゙コ ロ゙ウ
国レッドリスト―Ⅱ . 類
県レッドリスト―Ⅰ . 類

アマミシカクワカ ダ
県レッドリスト―Ⅱ . 類

アマミマルハ ネ゙クワカ ダ
国レッドリスト―Ⅱ . 類
県レッドリスト―Ⅰ . 類

ヤマトサヒ グワカ ダ
県レッドリスト―Ⅱ . 類

マルタ イ゙コクコカ ネ゙
国レッドリスト―Ⅱ . 類
県レッドリスト―Ⅱ . 類

追
加
指
定
５
種

（
写
真
提
供
：

前
田
芳
之
氏
）
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３月 19 日（水）
南区、中区、北区、井之川、旭ヶ丘、下久志、母間、花徳、

轟木、畦、山、金見、手々

３月 22 日（土）
東区、白井、大原、尾母、南原、亀徳、徳和瀬、諸田、神
之嶺

上記の日程により粗大ごみの収集を行いますので、粗大ごみシールを貼り、名前を記入の上、

朝８時 30 分までにごみ収集所へ出してください。

なお、シールは町役場住民生活課または、花徳支所で販売しております。

＊シール大・・・500 円（一人で持ち運びできない物）

＊シール小・・・250 円（一人で持ち運びできる物）

※粗大ごみに、シールの貼付、氏名の記入がない場合は収集しませんので

気を付けてください。

※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコンは法律によりリサイクルが義務

付けられていますので、ご不要になった場合は家電取扱業者に委託するなどして、処理を行う

ようお願いいたします。

※尾母、井之川、下久志、金見、手々地区は各駐在員宅でもシール販売をしていますので、ご

利用ください。

【お問い合わせ先】徳之島町役場　住民生活課　☎８２－１１１１（内線 122）

◎消防法により設置が義務付けられました。
●新築住宅…平成１８年６月１日から

●既存住宅…平成２３年５月３１日までに設置

●平成２３年６月１日から一般住宅（全世帯）に設置義務になりました。
まだ設置されていない住宅は早めに設置いたしましょう！！
※ 住宅用火災警報器などに関するお問合わせ・ご質問は下記までご連絡下さい。

【お問い合わせ先】

徳之島地区消防組合　消防本部

　　　　　　予防係・本署　☎　８３－３１６０

平成 26年 3月粗大ごみ収集計画

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

すべての住宅に
住宅用火災

警報器を ! !

●● ●●
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３月に行われる島外での観光・物産イベントのご紹介です。
３月２１日 ( 金 )・３月２２日 ( 土 )
大阪府・阪神尼崎駅前広場 ( 中央公園・中央噴水前 )
一般社団法人徳之島および関西徳州会の御協力のもと
　第３回徳之島祭り !!
　　～南の島・徳之島がまるごと尼崎にやってくる！～
が開催されます。

観光ＰＲや、美農里館の
商品など徳之島の特産品、
日 本 一 出 荷 が 早 い 馬 鈴 薯
“ 春一番 ” が販売されます。
一足早い春の訪れを一緒に
感じませんか？

※見学会終了のお知らせ
毎月２回行っておりました定期的な見学会を平成２６年３月をもって終了いたします。これまで
たくさんの皆様に美農里館の見学会にお越し頂きありがとうございました。

今月の美農里館見学会は３月９日 ( 日 )と３月２７日 ( 木 )の 13：30 ～ 16：00です。
※なお、１０名様以上の団体での見学につきましては事前に下記までご連絡をお願いいたします。

【お問い合わせ先】
徳之島町役場　地域営業課（ヘルシーブランド事業推進協議会）
大島郡徳之島町徳和瀬 615-1　☎ 83―4111　FAX 83―1114
Ｅメールアドレス：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課の facebook ページへの

『いいね！』よろしくお願いいたします。
http://www.facebook.com/chiikiei.tokunoshima

水道及び下水道料金のお知らせ

美
農
里
館
だ
よ
り
3
月
号

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
ま
し
て
、

「
徳
之
島
町
給
水
条
例
に
お
け
る
水
道
料
金
」
及
び

「
徳
之
島
町
公
共
下
水
道
使
用
料
条
例
に
お
け
る
使
用
料
」

の
算
定
は
３
月
議
会
承
認
後
、
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る
予
定
で
す

の
で
ご
留
意
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
．
新
税
率
適
用
日　

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り

２
．
経
過
措
置
等
に
よ
り
、
税
率
が
違
い
ま
す
。

＊
２
―
３
月
分
（
４
月
上
旬
発
行
予
定
納
付
書
）
は
５
％

の
ま
ま
で
す
。

＊
４
―
５
月
分（
６
月
上
旬
発
行
予
定
納
付
書
）よ
り
８
％

（
新
税
率
）
と
な
り
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
は
、
５
月
期
分
（
６
月
上
旬
発
行
予
定

納
付
書
）
か
ら
８
％
（
新
税
率
）
と
な
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、

水
道
料
金
に
つ
い
て
…

徳
之
島
町
役
場
水
道
課

（
☎
82
―
１
１
１
１
内
線
１
５
１
）

下
水
道
使
用
料
金
に
つ
い
て
…

徳
之
島
町
役
場
建
設
課

（
☎
82
―
１
１
１
１
内
線
２
５
２
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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介
護
福
祉
課
で
は
、
独
居
や
、
高
齢
者
世
帯
等
の
方
に

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

こ
の
キ
ッ
ト
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
方
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
か
か
り
つ
け
医
」「
持

病
」
な
ど
の
医
療
情
報
や
、「
診
察
券
（
写
）」
な
ど
を
専

用
の
容
器
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、
万
一
の
救
急
時
に

備
え
る
も
の
で
す
。

３
月
中
に
各
地
区
の
民
生
委
員
を
通
し
て
配
布
い
た
し

ま
す
が
、
希
望
す
る

方
で
配
布
さ
れ
て
い

な
い
方
が
お
り
ま
し

た
ら
、
下
記
窓
口
に

て
直
接
、
申
請
・
受

領
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
之
島
町
役
場　

介
護
福
祉
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

徳
之
島
町
役
場　

花
徳
支
所　

☎
84
―
０
０
４
８

徳
之
島
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
83
―
１
２
０
５

「

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を

配
布
し
ま
す


